第１８回　坂本地域審議会会議録
	開催日時
	平成２３年　５月３０日（月）　１３時３０分 ～ １６時４５分

	開催場所
	坂本支所　２Ｆ会議室


　■ 出席委員
	会　長
	　青木　征雄
	委　員
	　谷口　信吾
	委　員
	　松村　賢治

	副会長
	  渡瀬　隆
	〃
	　橋本　久徳
	〃
	　松本　良弘

	委　員
	　末永　みてる
	〃
	　平田　由美子
	〃
	山本　健之

	〃
	　瀬上　都代子
	〃
	松野　良一
	
	


　■ 欠席委員
	
	　
	
	  
	
	


　■ 市出席
	役　職
	氏　名
	役　職
	氏　名

	市長
	福島　和敏
	企画政策課主事
	坂本　友和

	企画戦略部長
	永原　辰秋
	水道局簡易水道係長
	松田　仁人

	企画戦略部次長
	福永　知規
	議会事務局首席審議員
	池田　孝則

	坂本支所長
	中田　正春
	議会事務局次長補
	澤井 光郁

	理事兼総務振興課長
	丸山　平之
	議会事務局議事調査係長
	松川 由美

	市民福祉課長
	鶴田　英治
	広報広聴課長
	上田　真二

	建設事務所長
	山口　　修
	広報広聴課長補佐
	小堀　千年

	農林水産事務所長
	橋本　勇二
	長寿支援課管理係長
	中村　光宏

	総務振興課振興係長
	松田　薫
	総務振興課主任
	東　誠也

	企画政策課長
	丸山　智子
	
	

	企画政策課企画係長
	相澤　誠
	
	


　
　■ その他の出席

	役　職
	氏　名
	役　職
	氏　名

	市議会 議会改革特別委員会　委員長
	村上　光則
	
	


■ 傍聴者
	一般傍聴者
	０
	名
	報道機関
	２
	名


　
■ 協議事項

	　①　簡易水道事業について
　②　八代市議会に関する市民への意見聴取について
　③　その他諮問機関への参加について
　　　・八代ケーブルテレビ管理運営審議会委員の推薦について

　　　・八代市介護保険事業計画等策定・評価審議会委員の推薦について

　④　住民自治の推進状況について
　⑤　その他
　　　・乗合タクシーの運行状況について
　　　・次回開催について


○第１８回坂本地域審議会開会
○市長挨拶

○委嘱状交付

○出席者紹介

    委員４名の交代あり。全委員、職員自己紹介。
　　○市長との意見交換

　　○地域審議会の役割と運営要領について事務局より説明

　

　　○正副会長の選出

　　　会長：青木征雄委員　、副会長：渡瀬隆委員

　　

　　○議会成立説明

　■議事録
○簡易水道事業について事務局より説明
委　員：坂本地区簡易水道は平成２４年度から工事に入って、完成までどのくらい
かかるのか。
事務局：事業費の制限があるため、平成２４年から３ヵ年はかかる。
委　員：目安として３年くらいということだが、水枯れの心配があるので、できれ
ばもう少し早くお願いしたい。
委　員：三坂地区は地元で管理しており、簡易水道の計画を耳にしていたが、井戸
の場所は決まっているのか。
事務局：４月の初め数箇所調査した結果、三坂の公民館の敷地内になる可能性が大
きいので、その場所で市政協力員に説明したい。
委　員：区域拡張に係る工事期間はどのくらいか。
事務局：水源が確保でき、認可が必要なため、２年～３年かかる。
委　員：３、４回断水しており、そのつど水を止めている。三坂の１６戸を補う
のがやっと。住民としては極力早めにお願いしたい。
委　員：坂本地区簡易水道の水量は大丈夫か。
事務局：１日１千トン可能。１日２４０トンの水量があれば大丈夫。
委　員：球磨川沿いで水を採っているが、環境ホルモン等の検査も入ったところで
の検査なのか。
事務局：水道法に基づき、それに対応した検査をしている。水質検査５０項目、源
水については４０項目おこなっている。
委　員：葉木に住んでいるが水が濁ったりするので、上鎌瀬の水量次第だが希望が
あれば水を引くことができるのか。
事務局：水量があれば区域拡張もできるが、設計変更や市長要望等順をおって進め

る必要がある。
委　員：下深水簡易水道を作ってもらっているが、消毒はどのようにしているのか。
事務局：飲料水には大腸菌等対策として塩素を入れている。国の基準は上限を0.4以
内に抑えるようになっているため、0.1～0.4で調整。常に機械で管理して
いる。
委　員：西部地区関連の説明は。
事務局：平成21年度に地域要望として上がっている。段、袈裟堂簡易水道の中に古
田地区が入りたいと要望があったので現在検討している。もうしばらく先
になる。
委　員：県から認可された場合、グリーンパークから松陵までどのように引っ張る
のか。また、通行止めはあるのか。
事務局：これから実施設計をおこなうが、基本的には大林の前の道を通らせていた
だきたいと思っている。一部通行止めも出てくる。
○八代市議会に関する市民への意見聴取について事務局より説明
委　員：第三者機関へ審議、答申をお願いしていることが多いが今回は行なわない
のか。
事務局：第三者機関も検討したが、各地域の代表者が集まる地域審議会にお願いし
たいと思っている。
　　　委　員：全国の平均議員数が２６．４人で、八代市は３４人ということなので、こ
れからは減員数が出てくるはずなので、動向としてはそちらの方で

進めてもらえればと思う。
　　事務局：議員定数に関してはいろいろな形で協議が行なわれてきているが、現在は
上限定数の３４名になっている。議会改革等の話があるのでその機会に皆
様のご意見を参考にして、協議していきたい。
○その他諮問機関への参加について（八代ケーブルテレビ管理運営審議会委員の推薦
について）事務局より説明
　　　委　員：坂本の委員が出ても、東陽、泉全を審議するのか。
事務局：料金の統一等、全体で審議を行なう。
委　員：坂本、東陽、泉で異なるところは。
事務局：事業所の加入金や料金が異なる。
委　員：安くなる方向でお願いしたい。
事務局：ケーブルテレビ事業は赤字である。インターネットは外のプロバイダーと
比べると安いため、高くなる方向で考えている。
委　員：旧八代のケーブルテレビとは無関係なのか。
事務局：関係ない。ひこいちテレビは第三セクター。インターネットのサービスは
ない。チャンネル数が多いので、月額４千円弱。
※坂本地域審議会から松野委員、松村委員を推薦。

○その他諮問機関への参加について（八代市介護保険事業計画等策定・評価審議会委
員の推薦について）事務局より説明
委　員：具体的に何をするのか。
事務局：３年で一つの計画を立てて施策を行なうようになっているので、その内容
を審議する。
委　員：千丁での会議が多い。ハーモニーホールなど旧八代で行なってもらいたい。
事務局：ハーモニーホールは料金が発生する。
※坂本地域審議会から瀬上委員を推薦。
○住民自治の推進状況について事務局より説明
　　　委　員：予算の配分があると思うが、いくらほど配分があるのか。
　　　事務局：３年間の基礎額として１５０万円。当初１１０万円で次に２０万円。その次
が２０万円となっている。
委　員：坂本については、現在議論中であるのでもうしばらく待っていただきたい。
○その他（乗合タクシーの運行内容の変更について）事務局より説明
委　員：坂本病院前はどこか。
事務局：峯苫医院の前になる。
委　員：深水～坂本線の板ノ平、木々子は、打ち合わせの中では川口を経由して
２１９を通って行くと聞いていたが。
事務局：板ノ平に予約がなければ、板ノ平を経由せず２１９を通っていく。
委　員：小崎辻はどのルートを通っていくのか。
　　事務局：馬廻からトンネルを抜け右折し大林の前を通って小崎辻まで行ったら引き
返してくる。馬廻に抜ける峠は通らない。
委　員：乗合タクシーの利用状況は。
事務局：昨年１０月にスタートし、４月までの利用状況報告があっている。神園交
通で大型バスを使って定期運行している路線については、１０月650名、１
１月700名、１２月800名、大体毎月7、800名程度。４月については1,000
名近くの利用がある。
定期便の鮎帰～坂本線については、１０月、１１月が400名程度。３月、４
月は320名程度で推移している。一番少ないところで、鮎帰～坂本線（日光、
辻、登俣）少ないときは一月に6名。大体一月に10名前後となっている。
その次に少ないところが渋利～坂本線で、月に20名前後となっている。
　　

　　○次回開催について

　　　　９月・・・第１０回正副会長会議

１１月・・・第１９回坂本地域審議会

２月・・・第１１回正副会長会議

３月・・・第２０回坂本地域審議会

　　○閉会
2

